













































































































































についてのハーバードの議論（特に L. J. Hendersonと Alfred North Whitehead による議論）
ではごく当たり前のものであった。それはマートン自身が教わったハーバードの影響力の






































（Parsons 1948 : 166）」を前提としてスペシャル理論に向かうことを指す。 マートンはこれを，
多くのアプローチを少数の成果で置き換え，多くの見解を少数の定理で置き換えることを容





（［1948］ 1968a : 162）に，一般的志向の用語はスミス女史の戦争債券キャンペーンの議論
























































動領域で系統化しようとする（1949 : 155）と述べるとき，それを transfer（転移）のアイ










 4 transferという用語は Lazarsfeld/Sewell/Wilensky 1967の Use of Sociologyに関する Ernst Nagelのメモ









































　しかし Aが真実なら，Cは当然の事柄であろう。  
　したがって，Aが真実かどうか疑う理由がある。  
　かくして，「Aが真実なら，Cは当然の事柄であろう」という前提のなかにその内容のすべてがす





































 7 唯一の箇所は，マートンが「シュッツと Peter McHughは，多元的発見に関する論文で Dorothy 

































































達によっても洗練された仕方で議論された。Rennis Likert，Samuel A. Stoufferとともに経歴

















































かし一連の同じく誤謬を含んだ解釈を刊行した（1958, 1965, 1975, 1985）コロンビア大学で

















































































































































































































12 〔訳注〕このように表現したのは，Der empirische Gehalt der Theorie des historischen Materialismus
（1957）の論文執筆者であることが念頭にあるのだろう。1982年と 1975年の時期後先が逆になって
い る 。 
　Andrzej Malewskiの著作に Verhalten und Interaktion. Die Theorie des Verhaltens und das sozialwissens-
chaftlichen Integration. （Ubersetzung aus dem Polnischen von Wolfgang Wehrstedt） J.C.B. Mohr 1967があ
る。  
　Hans Zetterbergの前掲書にMalewskiの下記の英語論文が言及されている。  
　1965 “Levels of Generality in Sociological Theory” in Hans L. Zetterberg/ Gerda Lorentz （eds.） A Sym-
posium on Theory and Theory Construction in Sociology.　Totowa, N.J. : The Bedminster Press.  
　1962 “Two Models of Sociology” The Polish Sociological Bulletin. 1 :（H. Albert （H.g.） Theorie und Reali-
tat. Mohr : Tubingen 1964, S.103-115.）
13 Mertonが Clark Hullをお手本として繰り返し言及しているのは，一層それを物語っている。哲学者
Kenneth Spenceの影響下で，Hullは構造と機能の発想を伴う公準の体系を構想している。ところで我々


































15 Mill ［1843］System of Logic VI , William Jevons ［1874］ Principles of Sciene, Weber ［1922］ Wissenschaftleh-







































































































































分さに関する term paperを assignしている。Terry N. Clark, A Terminological and Conceptual Analysis 
of the Central Elements of Ch. VI, VII in Survey Design and Analysis, Lazarsfeld Papers, Columbia Univer-
sity.
19 Lazarsfeldから Hymanと Zetterberg宛のメモ書き。1956, 5, 14（コロンビア大学所蔵，希少本と草稿，





























20 Terry N. Clark Method File Part 1 ; シリーズ III　追加ファイル，コロンビア大学所蔵，希少本と草稿，













































する，と指摘する（Nagel 1956 : 271）。機能主義的説明を完了するには，均衡状態の規定因
子のようなものを特定する a full theoryを必要とするという彼の議論と符合するように，マー
トンはそのような探求の完結した帰結よりもむしろ，予備段階の機能分析に主として興味を
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